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1.  平成23年5月期第3四半期の業績（平成22年6月1日～平成23年2月28日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年5月期第3四半期 48,012 17.2 3,550 63.6 3,175 295.4 1,855 434.6
22年5月期第3四半期 40,967 △5.8 2,170 △32.3 803 △64.2 347 △72.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年5月期第3四半期 55.43 ―

22年5月期第3四半期 10.37 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年5月期第3四半期 79,948 52,344 65.5 1,563.33
22年5月期 79,650 51,278 64.4 1,531.47

（参考） 自己資本   23年5月期第3四半期  52,344百万円 22年5月期  51,278百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年5月期 ― 12.00 ― 12.00 24.00
23年5月期 ― 12.00 ―

23年5月期 
（予想）

12.00 24.00

3.  平成23年5月期の業績予想（平成22年6月1日～平成23年5月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 60,000 3.0 2,900 1.3 2,000 72.7 1,100 103.5 32.85



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】3ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年5月期3Q  35,497,183株 22年5月期  35,497,183株

② 期末自己株式数 23年5月期3Q  2,014,662株 22年5月期  2,013,900株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年5月期3Q  33,482,920株 22年5月期3Q  33,483,510株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手している情報及び合理的であると判断する前提に基づいたものであ
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につい
ては、四半期決算短信【添付資料】3ページ「(3) 業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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１．当四半期の業績等に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、設備投資に持ち直しの動きが見られ企業収益は改善して

いるものの、雇用情勢の回復の遅れなど景気は依然として厳しい状況が続きました。 

当社の主な需要先であります半導体業界におきまして、メモリーをはじめとした半導体デバイス需要は

概ね堅調に推移いたしました。 

このような経営環境の中で当社は、経営全般にわたる徹底した合理化や効率化の推進、生産数量増加へ

の迅速な対応、更にユーザー全般に対する価格見直し交渉など、総力を挙げて粘り強く業績の改善に取り

組みました。 

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は 480 億１千２百万円と前年同期比 17.2％の増収となり、営

業利益は 35 億５千万円（前年同期比 63.6％増）、経常利益は 31 億７千５百万円（同 295.4％増）、四半期

純利益は 18 億５千５百万円（同 434.6％増）となりました。 

半導体事業部 

当事業部におきましては、堅調な半導体需要を背景に、主力の 300ｍｍウエハーを中心として生産は高

水準で推移し、再生ウエハーにつきましても回復基調が鮮明となりました。また、エンジニアリング事業

部との連携を強化して効率化のための自動化等を実施し、徹底した原価低減を図りました。 

産商事業部 

半導体・電子部品関連各社における生産は持ち直し、設備投資にも回復の動きが見られました。こうし

た状況のもと、当事業部は自社開発製品をはじめとする取扱商品の拡販活動に積極的に取り組みました。 

エンジニアリング事業部 

半導体関連各社の設備投資に回復の動きが見られるなか、当事業部は開発部門としての役割に特化しつ

つ、産商事業部を通じた自社開発製品の販売活動を積極的に展開いたしました。 

また、半導体事業部で使用する装置の開発や設計・製作にも意欲的に取り組みました。 

(2) 財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期会計期間末における総資産は、現金及び預金の増加等により、前事業年度末と比較して２

億９千７百万円増加し、799 億４千８百万円となりました。一方、負債合計は仕入債務の減少等により７

億６千８百万円減少し、276 億４百万円となりました。純資産合計は利益剰余金の増加 10 億５千２百万円

等により、523 億４千４百万円となりました。 

②キャッシュ･フローの状況 

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は 170 億８千４百万円と

なり、前事業年度末に比べ 25 億６千３百万円の増加となりました。営業活動の結果得られた資金は 61 億

２百万円となりました。これは仕入債務の減少 24 億７千９百万円等があったものの、税引前四半期純利益

31 億４千４百万円、減価償却費 41 億４千４百万円等により資金が増加したことによるものです。投資活

動の結果使用した資金は 31 億９千４百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出 30

億７千５百万円によるものです。財務活動の結果使用した資金は３億４千４百万円となりました。これは

長期借入による収入５億円があったものの、配当金の支払７億９千３百万円等があったことによるもので

す。 
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(3) 業績予想に関する定性的情報 

平成 23 年３月 11 日に発生した「東北地方太平洋沖地震」の影響については、地震の直後から安全の確

保を最優先としつつ各設備の点検等を実施した結果、被害は軽微であることが判明し、３月 13 日より生産

を再開いたしました。 

また、３月 14 日より実施された東京電力の計画停電により足元の操業は影響を受けております。今後の

電力事情を考慮して生産を確保するための諸対策を検討中でありますが、今のところ計画停電が今後の業

績面に及ぼす見通しについては不透明な状況であります。そのため現時点では平成 22 年７月 15 日に公表

の通期の業績予想に変更はございません。 

２．その他の情報 

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 

当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高を

基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見

積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。 

④法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方

法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前事業年度において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法によっており、前事業年度末以降に経営環境等に著しい変化があるか、

又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前事業年度において使用した将来の業

績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっておりま

す。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号 平成 20 年３月

31日）を適用しております。 

これによる損益に与える影響は軽微であります。 
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３. 四半期財務諸表 
(1) 四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期会計期間末 
(平成23年２月28日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 17,084 14,521

受取手形及び売掛金 26,910 27,878

商品及び製品 128 111

仕掛品 374 480

原材料及び貯蔵品 894 876

その他 442 1,225

貸倒引当金 △26 △49

流動資産合計 45,808 45,045

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 15,080 16,155

その他（純額） 15,309 14,311

有形固定資産合計 30,390 30,467

無形固定資産 1,708 1,923

投資その他の資産 2,041 2,214

固定資産合計 34,140 34,605

資産合計 79,948 79,650

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 22,274 24,753

短期借入金 100 50

未払法人税等 1,082 －

引当金 515 68

その他 1,878 2,127

流動負債合計 25,851 26,999

固定負債   

長期借入金 400 －

退職給付引当金 1,164 1,193

その他 188 179

固定負債合計 1,752 1,372

負債合計 27,604 28,372

純資産の部   

株主資本   

資本金 18,824 18,824

資本剰余金 18,778 18,778

利益剰余金 18,151 17,099

自己株式 △3,409 △3,408

株主資本合計 52,345 51,293

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △0 △14

評価・換算差額等合計 △0 △14

純資産合計 52,344 51,278

負債純資産合計 79,948 79,650
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(2) 四半期損益計算書 
 第３四半期累計期間 

（単位：百万円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成22年２月28日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成23年２月28日) 

売上高 40,967 48,012

売上原価 37,230 42,598

売上総利益 3,736 5,413

販売費及び一般管理費 1,566 1,863

営業利益 2,170 3,550

営業外収益   

受取利息 3 3

受取配当金 3 2

その他 8 60

営業外収益合計 14 66

営業外費用   

支払利息 4 1

設備休止費用 1,298 337

その他 78 102

営業外費用合計 1,381 441

経常利益 803 3,175

特別利益   

固定資産売却益 2 2

貸倒引当金戻入額 － 22

過年度固定資産税還付金 79 －

その他 10 －

特別利益合計 92 24

特別損失   

固定資産売却損 － 30

固定資産除却損 6 12

減損損失 158 3

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 9

特別損失合計 164 55

税引前四半期純利益 730 3,144

法人税、住民税及び事業税 6 1,044

法人税等調整額 376 243

法人税等合計 383 1,288

四半期純利益 347 1,855
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成22年２月28日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成23年２月28日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 730 3,144

減価償却費 5,060 4,144

減損損失 158 3

受取利息及び受取配当金 △6 △5

支払利息 4 1

為替差損益（△は益） 12 0

売上債権の増減額（△は増加） △11,432 967

たな卸資産の増減額（△は増加） 102 72

仕入債務の増減額（△は減少） 13,474 △2,479

その他 △342 △40

小計 7,759 5,807

利息及び配当金の受取額 6 6

利息の支払額 △4 △0

法人税等の支払額 △962 △161

法人税等の還付額 － 450

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,798 6,102

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,266 △3,075

有形固定資産の売却による収入 2 15

無形固定資産の取得による支出 △28 △116

その他 △15 △18

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,307 △3,194

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 － 500

長期借入金の返済による支出 △50 △50

配当金の支払額 △796 △793

その他 △811 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,657 △344

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,821 2,563

現金及び現金同等物の期首残高 10,006 14,521

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,828 17,084
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

報告セグメントごとの売上高に関する情報 

当第３四半期累計期間（自 平成 22 年６月１日 至 平成 23 年２月 28 日） 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

 
半導体事業部 産商事業部 

エンジニア 

リング事業部
計 

調整額 
四半期 

損益計算書
計上額 

売上高       

外部顧客への売上高 23,252 24,273 485 48,012 ― 48,012

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

5 ― 1,185 1,191 △1,191 ―

合計 23,258 24,273 1,671 49,203 △1,191 48,012

 

（追加情報） 

第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号 平成

21 年３月 27 日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第 20 号 平成 20 年３月 21 日）を適用しております。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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